
処方せん医薬品のうち、成分や効能が似通った市販薬が販売されている医薬品（＝OTC類似薬）

について、政府は新しい追加負担金を患者さんから徴収する方針を決め、今の国会で法案を審議し

ています。法案が可決されると、薬の価格の25％分を「特別の料金」とし、残り75％のうち窓口負

担と同じ割合（3割負担の場合75％中の3割分）と合わせた金額が徴収されることになります。

患者さんの負担増加は受診控えに繋がり、重篤な疾患の発見が遅れる危険もあります。

薬の価格（例：1,000円）

のこり７５％のうち

窓口負担 3割
（例：225円）

医療保険からの負担部分
（例：525円）

今後想定されるお支払い額
（例：475円）

これまでのお支払い額

窓口負担 3割
（例：300円）

医療保険からの負担部分
（例：700円）

「特別の料金」

25%
（例：250円）

◆医療費 3割負担の方の場合

負担額はどれくらい増える？

・3割負担

・2割負担

・1割負担

5割負担相当
4割負担相当
3割負担相当

現在の窓口負担が

あなたのお薬も、
負担額が増えていきます

現在

今後


